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～時代の産業を支えた水車場遺構を訪ねて～ 

No.199 住吉川（神戸市東灘区） 

 
 
 
 
■ 住吉川上流の水車場遺構を訪ねて 

 写真-1 は、かつて住吉川上流にあった水車場の一つ・五輌場に残る水車場遺構を撮ったものです。これまで、水車

産業や水車場についてまとめてきましたが、やはり現地の状況を見ないと理解が浅いままになってしまいます。とい

うことで、ネット情報を頼りに住吉川の上流にある水車場遺構の現地調査に行ってきました。 

 

古い地図には、七輌場・八輌場といった水車に因む地名が見え、このほか四輌場・五輌場と呼ばれた所もあります

が、現在の地図にはそれらの記載がありません。ネット記事によると「石臼が無造作に転がっている…」とのことで

すが、イノシシに遭遇しないかといった不安も抱えながら現地へ。 

 

令和 6（2024）年 4 月中旬の日曜日に、JR 住吉駅前バス

停から住吉台くるくるバスに乗り、同朋住吉台こども園前バ

ス停で下車、そこから徒歩数分で今回の目的地である五輌場

跡の入り口・東谷橋（写真-2）に着きました。そこには、「水

車小屋跡」と「旧五輌場」と書かれた表示板が立っていまし

た。橋の右岸側から対岸を見ると、草で覆われた石積みが何

となく水車場の雰囲気を醸し出しています。 

 

東谷橋を渡り、山道を少し登ると廃屋があります。水車場

の管理棟だったようです。さらに進んで落石防護網で覆われ

た石積み擁壁の横を通り過ぎると、「1 号地」と書かれた表

示板が立つ平地に着きます。 

写真-1 住吉川上流の水車場（水車滝壺跡）を背後の山道から撮影（令和 6 年 4 月） 

写真-2 住吉川に架かる東谷橋を右岸側から撮影 
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写真-3 この山道の先に廃屋（管理棟跡）がある 写真-4 落石防護網で覆われた石積み擁壁 

 

 

■ 旧五輌場 1 号地の水車場遺構 

1 号地は草が刈られているので、石積みの遺構がよくわ

かります。平地の中央に石積みの水路（写真-5）があり、

その横に「水車滝壺跡」と書かれた表示板が立っています。 

 

滝壺は、水車を回した水が落ちる所で、その深さは

50cm ほどです。滝壺の水の排出口（写真-6）も残ってい

ます。また、背後の山道沿いに水車への導水路跡（写真-7）

があります。この導水路から木樋（きどい）を通して水を水

車の上に流し、落とした水で水車を回します。水車を回し

た水は滝壺から排出口を抜けて次の水車場に。 

 

 

写真-6  1 号地の滝壺の水の排出口 写真-7 水車への導水路跡 

 

 

■ 旧五輌場 2 号地の水車場遺構 

1 号地からさらに山道を少し登っていくと 2 号地に着きます。ここ

も中央に水車滝壺跡がありますが、滝壺の深さはおよそ 2m もあり、

石積みの地下水路になっています。 

滝壺の周辺には、数個の石臼が転がっていました。背後の石積み擁壁

の上部に導水の引き込み口があり、そこから木樋で水を流して水車を回

すようになっています（写真-9～12 参照）。 

水車を回した水は滝壺に落ち、矩形断面の短い石積みの排水路を通っ

て排水口から排出され、1 号地の水車場へ流れて行きます。 

 

なお、本テーマに関係はありませんが、2 号地の近くの沢には透過型 

の砂防堰堤（写真-8）がありました。 

写真-5 １号地の水車滝壺跡 

写真-8  ２号地近くにある透過型砂防堰堤 
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写真-9  2 号地の水車場遺構全景 

 

写真-10  2 号地の水車滝壺跡 

上方の石積み擁壁の穴から出た水が 

木樋を通って水車を回す。 

 

写真-11 滝壺の排出口から続く水路 写真-12  ２号地滝壺の水の排出口 

 

 

■ 旧五輌場 3 号地の水車場遺構 

2 号地から 2 分ほど山道を登ると 3 号地に着きます。ここも草が刈られていてスッキリしていました。平地の中央

に水車滝壺跡があり、その横に「水車小屋跡」と書かれた表示板が立っていました。その傍の建物の基礎と思われる

コンクリートから鉄筋が 4 本突き出ていました。 

※ 1 号地から 3 号地の名称は、水の流れからいうと逆です。 

写真-13  3 号地の水車滝壺跡 写真-14  滝壺横の水車小屋跡 
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■ 往時が偲ばれる住吉谷水車場の写真 

明治時代末期に撮られた写真-15 は、菊正宗酒造の住吉谷水車場において精米された酒米を牛車で運んでいるとこ

ろです。水車を回した水は、右手の木樋により次の水車場に送られます。 

この写真の水車場跡が五輌場にあるかも、ということで現地を歩きまわりましたが、しっくりいくような場所は見

当たりませんでした。ただ、木樋の状況からすると、写真の水車場は住吉川の左岸側に設けられたものと思われます。 

 

 

今回の現地調査では、現地が草ぼうぼうで水車場

遺構の写真が撮れるか心配していましたが、ボラン

ティアの方が草刈りをされているようで、加えて表

示板も立っていたので助かりました。 

 五輌場という名称なので水車場が 5 ヶ所あると思

い周辺を探してみましたが、3 ヶ所しか確認できず、

また、五輌場の対岸（右岸側）には八輌場があるはず

ですが、この日は無理をせずこれにて調査を終了。 

 

帰りは、東谷橋から住吉川沿いに下って行き、神

楽岩堰堤（堤高 15.0m、堤長 70.0m、1940 年 2 月完成）

や大日砂防ダム（堤高 9.0m、堤長 34.0m、1952 年 2 月

完成）を見ながら西谷川との合流点に架かる落合橋ま

で歩きました。途中、四輌場や七輌場があるはずで

すが、それらしき遺構は目につきませんでした。 

 

落合橋バス停で再び住吉台くるくるバスに乗り

JR 住吉駅前バス停で下車、所要時間は約 3 時間で

した。 

この日は雲一つない快晴だったため、しっかり日

焼けしてしまいました。4 月の紫外線は意外ときつい！ 

 

 

■ 大日女尊神社の駐車場に石臼が並ぶ 

大日女尊（おおひるめのみこと）神社は、もと野寄村（現・神戸市東灘区）の

氏神です。 

縁起は不詳ですが、昔住吉川で大洪水が起きた時、この神社は流

されてしまい、流れ着いた深江でお祀りしたところ、夜な夜な神様

が「野寄に帰ろう帰ろう」と言われたので、現在の位置に祀り直し

たと、野寄の人々は伝えています。 

 

祭神が、深江の大日霊女（おおひるめ）神社と同一であるところから

出た言い伝えとか。 

 

写真-15 住吉谷の水車場（明治末期） 

（菊正宗酒造記念館提供） 

写真-16 大日女尊神社 

図-1 住吉川中流部から上流部の地図 
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境内にある「水神宮」と刻まれた石碑（写真-18）は、水車仲間からの信仰があつかった「水神宮社」の祠が朽ちてし

まったため、その代わりに建てられたものです。傍に石臼が 1 基置かれています。 

 

野寄村には昭和初

期まで多くの水車

と水路がありまし

たが、今では水車は

すべてなくなって

しまい、すべての水

路は埋められるか

蓋を掛けられてい

ます。 

境内の南端にあ

る駐車場に並べら

れた 8 基の石臼（写

真-17）が、往時を偲

ばせてくれます。 

 

 

 

 

■ 復元された「灘目の水車」 

水車を回すための水路の水は、平成 7（1995）年 1 月の

阪神・淡路大震災で断水した際、生活用水として大いに役

立ったそうです。 

震災後、地元では水路の保存とその象徴である水車の復

活を望む声が高まり、平成 14（2002）年、神戸市東灘区住

吉山手 4 丁目の山田区民会館の傍に山田太郎車・次郎車と

名付けられた大小 2 基の水車「灘目の水車」が復元されて

います。 

 

 この地域の水路は、当時の水車を回すために住吉川の上

流で取水した水を流すためのもので、今も清流が町の中を

流れています。水車小屋は桁行きが 10 間（≒18m）以上も

ある大きなもので、水車の直径が 3 間（≒5.4m）もあり、水

車は真ん中に据えられて、屋根の上から木樋で引き込まれ

た水の落ちる力で回り、水車の両側には水車と連動して動

く杵があり、その下に石臼が埋め込まれています。 

 

水車を利用して作られた菜種油や酒米は大変良質のもの

で、そのほとんどが江戸へ送られ「灘目油、灘目酒」とし

て武家を中心にもてはやされていたそうです。 

 

 また山田区民会館の東を通る有馬道は、石材の積み出し

や水車へ往復する牛車が頻繁に通り、そのため雨降りには

ぬかるみ、往来は困難を極めていました。 

見かねた山田在住の植田庄兵衛翁が有馬道の西側の田圃

をすべて買い上げ、道路用地として住吉村に寄贈、これを

受けて、明治 20（1887）年にめでたく村道第 1 号が山田か

ら呉田に新設されました。当時、翁は 75 歳の長寿だった

ことから、この道を「千歳道（ちとせみち）」と命名したそうです。 

 

 

 

写真-19 山田太郎車・次郎車 

写真-20 山田太郎車・次郎車 

写真-18 「水神宮」碑の傍に石臼 写真-17 大日女尊神社境内の南端に並ぶ石臼 
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オドリコソウ（踊子草） 
シソ科オドリコソウ属の多年草。野山や野原、半日陰になるよ

うな道路法面に群生する。高さは 30～50cm くらいになり、

葉は対生する。花期は 4～6 月。花は唇形で上唇は兜型、下唇

は突き出して先端は 2 つに分かれた、白色またはピンク色で、

数個輪生状態になって茎の上部の葉腋に数段つける。和名の由

来は、花が輪生したようすが、笠をかぶって踊る踊子に似てい

ることによる。水車場跡や山道沿いに群生していた。 

■ モノローグ 

精出せば 凍る間もなし 水車（みずぐるま） 

これは『禅林世語集』に収められている江戸時代中期の俳人・松木珪琳の句です。滔々と流れる水に沿って回る水

車は厳冬の中にあっても凍る事がない、転じて、一生懸命働けば（精出せば）不都合が起きる（凍る）間もないという意

味です。つまり、回り続ける水車の如く仕事に精を出そうということですが今の時代には受け入れられそうにありま

せん。 

令和 6（2024）年 4 月から働き方改革の一環として建設業においても時間外労働（残業）に上限が設けられました。

それ自体は良いことなのですが、若手技術者の減少、深刻な人手不足、適正な工期設定、施工時期の平準化、業務の

ICT 化等々の諸課題がからんでいるので、どこかにしわ寄せがくるのでは、と危惧しています。 
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